
1 受変電設備 ・ 受電方式（各棟共）： 3相3線　6,600V　50Hz　２回線受電
（棟毎に本線・予備電源の２回線受電）

6 雷保護設備1 受変電設備 ・ 受電方式（各棟共）： 6 雷保護設備 JIS　A4201:2003に準拠
・ 雷保護設備方式： 統合接地方式
・ 雷保護設備仕様：

1,800kW程度・ 想定契約電力（各棟共）： ・ 保護レベル： 保護レベルⅡ
・ 設置場所（東棟）：
・ 設置場所（西棟）：

地下２階に設置
地下１階に設置

・ 通信・弱電機器を保護するため、内部雷保護を計画・ ・
備設換交内構7 ・ 災害対策として、異種の引き込みが可能な計画

・ 配電盤型式：
・ 変圧器：

屋内キュービクル型 ・ 固定電話の他、移動型電話（携帯電話又はPHS電話）が利用可能な計画
器圧変ーナンラプット型ドルーモ ・ 通信のメインルートにケーブルラック方式にて計画

2 発 電 機 設 備 非常用発電機設備 ガスタービン式　屋外パッケージ型・ 発電機種別 ・ 執務エリアはＯＡフロア配線によりフレキシブル性を確保
・ 発電容量（各棟共）： 1,500kVA 備設網信通報情内構8
・ 発電燃料 特Ａ重油 ・ サーバ室を各棟に設置し、サーバの冗長化を計画

・ 各棟毎に引き込みが可能な計画

・ PH階 ・PH階
・ 設置場所（西棟）：
・ 設置場所（東棟）：

PH階 ・ 執務エリアはＯＡフロア配線によりフレキシブル性を確保
・ メイン幹線は光ケーブルによる冗長化を計画

・ 地下埋設タンク（各棟共）： 60,000Lx２基 ・ 全館無線化が可能なアクセスポイントを計画
７日間 9 電気時計設備9 電気時計設備

・ 故障時等には他棟の発電機より相互に供給が可能
・ 運転時間（各棟共）：

・ 屋上にアンテナを設置し、各所に中継器を設置
・ 時計は無線式（電波時計）にて計画

太陽光発電設備 20kW 10 ・ 地上デジタル用に東棟屋上にＵＨＦアンテナを設置
・ 災害対策として、ケーブルテレビによる単独系統も設置40kW・

・ 設置場所（東棟）：
・ 容量（西棟）：
・ 容量（東棟）：

PH階 11 ・ 消防法に準拠し、全館にスピーカを設置
PH階・ 設置場所（西棟） ・ 地下1階防災センターに非常・業務兼用アンプを設置

・ 自立運転可能型 ・ 運用に合わせて、必要各所にリモートマイクを設置
21型ジーケッパ外屋　ネェジコロクイマンョシーレネェジコ

発電設備 ・ 発電容量（各棟共）：
・ 発電機種別：

35kWx３台 ・ 多機能トイレや授乳室等に緊急呼出設備を設置
・ 大型(非常用)エレベーターホールに連絡用インターホンを設置

・ 夜間受付用として、必要出入口にカメラ付インターホンを設置

・ 発電燃料： 中圧ガスで引き込み、ガバナで低圧にして供給
13 ・ 視覚障害者等への誘導対応として建物入口に音声による案内装置を設置・ 設置場所（東棟）： PH階 ・・ 設置場所（東棟）： PH階

・ 多機能トイレの入り口及び内部に音声案内装置を設置・ 設置場所（西棟）： PH階
・ 聴覚障害者等への誘導対応として、トイレ・授乳室等に火災報知器と連動

・ 共用部に緊急地震警報に連動する回転灯を設置

・ 停電対応型 した光警報装置を設置
3 直流電源設備 受変電操作・表示用3 直流電源設備

・ 蓄電池種別：
・ 蓄電池用途：

長寿命MSE型 ・ 区民会館客席や議場傍聴席の一部に集団補聴設備を設置
・ 蓄電容量（各棟共）： 200AH 14

13

・ 会議室、集会室に講演や会議等で使用する映像・音響設備を設置
15 入退出管理設備15 入退出管理設備

・ 蓄電池用途：
・ 非常照明用直流電源装置よりバックアップ

非常照明用 ・ 各所にカードリーダ・電気錠・センサーを設置し防災センターで一元管理可能
・ 庁舎の機能・運用に合わせ、入室規制及び警報システムを設置

備設ラメカ視監61型ESM命寿長 ・ 防犯用と運営支援用として監視カメラを設置
・ 蓄電容量（各棟共）：
・ 蓄電池種別：

50AH ・ 監視モニター、録画装置等は防災センターに設置
備設示表退出員議71

4 幹線・動力設備 ・ 配電方式：
・ 受変電操作・表示用直流電源装置へバックアップ

ケーブルラック方式 ・ 入力はタッチパネルで行なうほか、議場設備の名札にも連動
・ 議場に音響システム・映像システム・議場支援システムを計画

・ 議員の出退状況を表示するため、議員出退表示設備を設置

備設場議81V002W3φ3
・ 配電電圧（電灯）： 1φ3W200V/100V ・ マイクやスピーカ、カメラ、モニター等を運用に合わせ適切に配置・ 配電電圧（電灯）：
・ 配電電圧（動力）：

0V/100V ・ マイクやスピーカ、カメラ、モニター等を運用に合わせ適切に配置
照参を0102：0119Z　SIJ備設灯電備設トンセンコ・灯電5 ・ 委員会室等についても、会議システムや音響・映像システムを設置

・ 多様な区民の活動、講演、音楽演奏、合唱、ダンス、演劇等多目的に利用

・ 各種イベント、運用に合わせて、音響・映像の利用が可能なよう舞台音響・

　館会民区91式方トンエビンア＆クスタ
（昼光センサー制御＋スケジュール制御） できるよう舞台照明設備を計画

　　　　　　　）共灯導誘明照常非・明照般一（DEL
スケジュール制御・人感センサー制御・・ 照明制御：

・ 照明種別：

・ 照度：
・ 執務エリアの照明方法：

映像設備を計画。また、運営側で使用する連絡設備を計画
昼光センサー制御

・ 照明制御盤より中央（防災センター）にて一元管理可能 舞台系統専用の受変電設備（変圧器）を区民会館側に設置
備設知報災火動自02備設トンセンコ

・ 電気自動車急速充電器の設置を含め、電気自動車充電用コンセントを駐車場
・ 執務エリアのコンセントはOAフロア配線によりフレキシブル性を確保

・ 地下１階防災センターに総合操作盤（受信機）を設置・ ・
に設置 ・ 運用に合わせて、必要各所に表示器（副受信機）を設置

・ 消防法に準拠し、全館に感知器を設置

・ 電力ノイズを抑え、舞台照明のちらつきや舞台音響へのノイズ防止のため

〇電気設備計画　概要

映像・音響設備

誘導支援設備

拡声設備

テレビ共聴設備

インターホン・呼出設備

備設明照台舞

備設響音台舞

14.電気設備計画・機械設備計画

30世田谷区本庁舎等整備実施設計概要
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〇機械設備計画　概要

（空調吹出）

（空調吸込）

CHS（冷温水往）
CHR（冷温水還）

輻射

〇天井輻射空調システムの採用    

　執務室の空調は省エネ、快適性、静かさを高め、
知的生産性の向上を目指すため、天井輻射空調シ
ステムを採用します。
   

・天井輻射により、上下温度差が小さく、温度ムラ     
  の少ない室内環境になります。

・従来の空調に比べ、気流を感じることなく快適性  
  が高まります。

・輻射パネルにはモーター等の稼動箇所が無く、
  空調の吹出し風量を抑制できるため、とても静か  
  な空間を確保できます。

14.電気設備計画・機械設備計画
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